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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 3,570 △1.7 56 － 50 － 48 －

2022年12月期第３四半期 3,631 △1.0 △79 － △75 － △85 －

（注）包括利益 2023年12月期第３四半期 52百万円（－％） 2022年12月期第３四半期 △86百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第３四半期 1.47 －

2022年12月期第３四半期 △2.64 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年12月期第３四半期 4,536 1,513 33.4 40.17

2022年12月期 4,249 1,055 24.8 32.44

（参考）自己資本 2023年12月期第３四半期 1,513百万円 2022年12月期 1,055百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年12月期 － 0.00 －

2023年12月期（予想） － －

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,919 △1.4 145 － 139 － 133 － 3.89

１．2023年12月期第３四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無
（注）2023年12月期の期末配当は今後の業績見通し等を踏まえて判断することにしているため未定であります。

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無
当社は、2023年８月25日付で5,130,000株の新株式の発行を行っております。2023年12月期の連結業績予想におけ
る「１株当たり当期純利益」については、当該株式発行の影響を考慮しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期３Ｑ 37,687,704株 2022年12月期 32,557,704株

②  期末自己株式数 2023年12月期３Ｑ 20,184株 2022年12月期 19,284株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期３Ｑ 33,233,314株 2022年12月期３Ｑ 32,539,258株

※  注記事項
（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

除外３社　（社名）フォーサイドフィナンシャルサービス株式会社、株式会社マーベラスアーク、株式会社ホー
ルワールドメディア

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無
②  ①以外の会計方針の変更                      ：無
③  会計上の見積りの変更                        ：無
④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び本資
料の発表日現在において合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束するもので
はありません。実際の業績等は今後の様々な要因によって予想と大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、個人消費やイン

バウンド需要が回復する等、経済活動の正常化が進み、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、資源

価格やエネルギー価格の高騰にくわえ、世界的な金融引締めによる海外経済の下振れが懸念される等、依然として先

行き不透明な状況が続いております。

　当社グループの事業領域であるプライズ事業を含むアミューズメント市場におきましては、プライズゲームを中心

に集客は復調しており、自宅でも遊べるオンラインクレーンゲームの取り組みを本格化させる等、遊び方の多様化も

進めております。一方で、行動制限の解除をうけ、余暇活動は旅行が人気となる等、人流が近場から遠出に変化した

ことにより、集客への影響も懸念されます。

　住宅市場におきましては、2023年９月の新設住宅着工戸数が前年同月比6.8％の減少となり、前年同月比で４ヶ月

連続の減少となりました。また、新設住宅着工床面積においても、前年同月比で８ヶ月連続の減少となっており、引

き続き注視が必要です。

　このような経済状況の中、当社グループにおいては、主力事業であるプライズ事業・不動産関連事業を中心に事業

収益の拡大を図ってまいりました。また、第１四半期連結会計期間において、赤字の状態で早期の業績の回復を見込

めない子会社３社の株式譲渡を完了する等、経営資源の選択と集中を進めてまいりました。くわえて、当第３四半期

連結会計期間において、大島正人氏を割当先とする第三者割当による新株発行を行い405,270千円の資金調達を行う

等、財務基盤の強化に努めてまいりました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は3,570,939千円（前年同期比1.7％減）、営業利益は56,652

千円（前年同期は営業損失79,538千円）、経常利益は50,097千円（前年同期は経常損失75,734千円）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は48,798千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失85,991千円）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

①プライズ事業

　プライズ事業につきましては、株式会社ブレイクがクレーンゲーム機等のプライズゲーム用景品の企画・製作・販

売を行っております。

　当第３四半期連結累計期間においては、プライズゲーム用景品の需要は堅調に推移し、多種多様な商品化に取り組

み、売上規模を拡大しております。また、為替の円安進行で仕入原価が上昇しましたが、適切なコストコントロール

を進めたこと等により、前年同期を大きく上回る利益を確保することができました。

　以上の結果、売上高は2,012,321千円（前年同期比8.2％増）、セグメント利益は162,329千円（前年同期比275.3％

増）となりました。

②不動産関連事業

　不動産関連事業につきましては、日本賃貸住宅保証機構株式会社が家賃保証業務及び物件管理業務等を行っており

ます。

　当第３四半期連結累計期間においては顧客（不動産会社・賃貸人・賃借人）に寄り添った丁寧な対応に努めてまい

りました。営業面においては、引き続き、新規取引店の獲得や既存取引先の再稼働等、営業強化・拡大に向けての取

り組みにより、売上高は好調に推移いたしました。一方で、管理回収面においては、与信審査及び債権管理業務の強

化に取り組んでまいりましたが、滞納発生増加による代位弁済立替金の増加に係る貸倒引当金繰入額の増加に加え

て、営業強化・拡大によるコスト増加等により、セグメント利益は減少いたしました。

　以上の結果、売上高は1,198,127千円（前年同期比16.3％増）、セグメント利益は55,650千円（前年同期比27.7％

減）となりました。

③コンテンツ事業

　コンテンツ事業につきましては、株式会社ポップティーンが電子書籍配信サイト「モビぶっく」の運営を行ってお

ります。

　当第３四半期連結累計期間においては、集客施策として、人気作品の配信数の拡充に努めるとともに、無料試し読

みや各種割引キャンペーンを展開いたしました。一方で、2022年７月を以って、auスマートパス「アプリ取り放題」

が終了したことにより、減収減益となっております。

　以上の結果、売上高は58,153千円（前年同期比39.3％減）、セグメント損失は11,350千円（前年同期はセグメント

損失313千円）となりました。
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④イベント事業

　イベント事業につきましては、株式会社ブレイクが各地の大型商業施設の催事場にて著名なコンテンツの展示販売

を中心に行っております。

　当第３四半期連結累計期間においては、多くのイベントでグッズ物販を展開しております。一方で、OEM物販の受

注減少を補うまでには至らず、減収減益となっております。

　以上の結果、売上高は159,585千円（前年同期比53.8％減）、セグメント損失は3,705千円（前年同期はセグメント

利益41,991千円）となりました。

⑤マスターライツ事業

　マスターライツ事業につきましては、主にフォーサイドメディア株式会社及び株式会社ポップティーンが出版事業

を行っております。

　当第３四半期連結累計期間においては、女子小中学生向け雑誌「Cuugal」のイメージモデルにかんちゃん（カジサ

ック氏の長女）及び望蘭ちゃんを起用することで、ブランド認知度が大きく向上いたしました。また、コストコント

ロールの徹底に努めたことにより、収益体質が改善されております。「Popteen」においては、2023年８月に

「Popteen夏のかわちぃ祭」を開催し、多くの読者にご来場いただけました。また、WEBマガジンや各種SNSを強化す

ることで、読者層の拡大を目指してまいりましたが、広告売上が伸び悩んだこともあり、利益を確保するには至りま

せんでした。なお、第１四半期連結会計期間において、Popteenの紙面販売の終了及び赤字の状態で早期の業績回復

が見込めない株式会社マーベラスアーク及び株式会社ホールワールドメディアの全株式を譲渡したことに伴い、売上

高は減少しておりますが、制作コストの削減、販売管理費の減少等により、セグメント損益は大幅に改善しておりま

す。

　以上の結果、売上高は142,752千円（前年同期比51.9％減）、セグメント損失は10,151千円（前年同期はセグメン

ト損失67,907千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①総資産

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べて287,310千円増加し4,536,325千円とな

りました。主な要因といたしましては、現金及び預金の増加321,478千円、代位弁済立替金の増加124,155千円、収

納代行未収金の増加109,552千円及び受取手形、売掛金及び契約資産の減少172,306千円等によるものであります。

②負債

　当第３四半期連結会計期間末における負債は前連結会計年度末に比べて170,084千円減少し3,023,239千円となり

ました。主な要因といたしましては、短期借入金の減少204,000千円及び支払手形及び買掛金の減少79,572千円等

によるものであります。

③純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は前連結会計年度末に比べて457,394千円増加し1,513,085千円とな

りました。主な要因といたしましては、第三者割当増資による資本金の増加202,635千円、資本剰余金の増加

202,635千円及び親会社株主に帰属する四半期純利益48,798千円を計上したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年12月期の連結業績予想につきましては、「2022年12月期決算短信」における通期の業績予測から変更してお

りません。また、当社は、2023年８月25日付で5,130,000株の新株式の発行を行っております。2023年12月期の連結

業績予想における「１株当たり当期純利益」については、当該株式発行の影響を考慮しております。

　なお、本資料に記載されている業績予測等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な

情報に基づき作成しており、実際の業績等は今後様々な要因によって予想と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 941,845 1,263,324

受取手形、売掛金及び契約資産 786,623 614,317

商品 313,982 314,506

短期貸付金 15,590 17,259

収納代行未収金 1,266,605 1,376,158

代位弁済立替金 409,096 533,252

その他 105,925 100,378

貸倒引当金 △356,649 △456,187

流動資産合計 3,483,020 3,763,010

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 89,136 92,633

土地 90,317 91,308

その他（純額） 9,958 15,836

有形固定資産合計 189,412 199,778

無形固定資産

ソフトウエア 6,332 17,484

その他 6,194 18

無形固定資産合計 12,526 17,502

投資その他の資産

投資有価証券 178,719 178,719

長期貸付金 361,330 292,864

敷金 41,448 61,782

長期未収入金 42,187 7,187

その他 16,069 22,902

貸倒引当金 △75,700 △7,420

投資その他の資産合計 564,055 556,034

固定資産合計 765,994 773,315

資産合計 4,249,015 4,536,325

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 232,991 153,418

未払金 1,331,982 1,383,271

未払法人税等 6,543 17,855

前受収益 462,819 536,443

短期借入金 204,000 －

１年内返済予定の長期借入金 90,210 111,239

債務保証損失引当金 79,780 83,120

賞与引当金 － 12,000

その他 344,220 296,959

流動負債合計 2,752,548 2,594,309

固定負債

長期借入金 418,792 411,934

利息返還損失引当金 6,630 －

その他 15,353 16,996

固定負債合計 440,776 428,930

負債合計 3,193,324 3,023,239

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 302,635

資本剰余金 86,193 288,828

利益剰余金 871,814 920,612

自己株式 △3,788 △3,855

株主資本合計 1,054,219 1,508,220

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 1,471 4,865

その他の包括利益累計額合計 1,471 4,865

純資産合計 1,055,690 1,513,085

負債純資産合計 4,249,015 4,536,325
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

営業収益

売上高 2,601,372 2,372,812

その他の営業収益 1,030,309 1,198,127

営業収益合計 3,631,682 3,570,939

営業原価

売上原価 2,023,974 1,796,099

その他の原価 272,761 332,469

営業原価合計 2,296,735 2,128,569

売上総利益 1,334,946 1,442,370

販売費及び一般管理費 1,414,485 1,385,717

営業利益又は営業損失（△） △79,538 56,652

営業外収益

受取利息 6,021 5,308

為替差益 3,640 1,415

補助金収入 5,900 －

その他 724 670

営業外収益合計 16,286 7,394

営業外費用

支払利息 11,282 11,580

貸倒引当金繰入額 822 25

その他 376 2,342

営業外費用合計 12,482 13,948

経常利益又は経常損失（△） △75,734 50,097

特別利益

投資有価証券売却益 7,581 －

関係会社株式売却益 － 25,640

特別利益合計 7,581 25,640

特別損失

固定資産売却損 8,051 －

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 8,051 0

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△76,204 75,737

法人税、住民税及び事業税 11,628 26,938

法人税等合計 11,628 26,938

四半期純利益又は四半期純損失（△） △87,832 48,798

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,841 －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△85,991 48,798

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 6 -

㈱フォーサイド(2330)　2023年12月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △87,832 48,798

その他の包括利益

為替換算調整勘定 1,651 3,393

その他の包括利益合計 1,651 3,393

四半期包括利益 △86,180 52,192

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △84,339 52,192

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,841 －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2023年8月25日付で、大島正人氏から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第３四半期連

結累計期間において資本金が202,635千円、資本準備金が202,635千円増加し、当第３四半期連結会計期間末におい

て、資本金が302,635千円、資本剰余金が288,828千円となっております。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行

しております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グルー

プ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」(実務対応報告第42号 2021年８月12日)に従って

おります。

　当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積りについて）

　前連結会計年度の決算短信の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定につ

いて重要な変更はありません。
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報告セグメント

プライズ 不動産関連 投資銀行 コンテンツ イベント
マスター
ライツ

売上高

顧客との契約から生

じる収益
1,860,586 976,048 － 95,738 345,618 296,604

その他の収益（注）

４
－ 54,004 － － － －

外部顧客への売上高 1,860,586 1,030,053 － 95,738 345,618 296,604

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 558 － 736

計 1,860,586 1,030,053 － 96,296 345,618 297,341

セグメント利益又はセ

グメント損失(△）
43,256 77,023 △45,495 △313 41,991 △67,907

（単位：千円）

その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

四半期連結損
益計算書計上
額（注）３

売上高

顧客との契約から生

じる収益
3,080 3,577,678 － 3,577,678

その他の収益（注）

４
－ 54,004 － 54,004

外部顧客への売上高 3,080 3,631,682 － 3,631,682

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 1,294 △1,294 －

計 3,080 3,632,977 △1,294 3,631,682

セグメント利益又はセ

グメント損失(△）
1,247 49,802 △129,340 △79,538

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2022年１月１日 至2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融事業その他を含んでおり

ます。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△129,340千円は、各報告セグメントに配分していな

い全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っておりま

す。

４．その他の収益は、不動産賃貸収入であります。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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報告セグメント

プライズ 不動産関連 コンテンツ イベント
マスター
ライツ

売上高

顧客との契約から生

じる収益
2,012,321 1,142,247 58,153 159,585 142,752

その他の収益（注）

３
－ 55,880 － － －

外部顧客への売上高 2,012,321 1,198,127 58,153 159,585 142,752

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 2,012,321 1,198,127 58,153 159,585 142,752

セグメント利益又はセ

グメント損失(△）
162,329 55,650 △11,350 △3,705 △10,151

（単位：千円）

合計
調整額

（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

売上高

顧客との契約から生

じる収益
3,515,059 － 3,515,059

その他の収益（注）

３
55,880 － 55,880

外部顧客への売上高 3,570,939 － 3,570,939

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － －

計 3,570,939 － 3,570,939

セグメント利益又はセ

グメント損失(△）
192,771 △136,119 56,652

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2023年１月１日 至2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額△136,119千円は、各報告セグメントに配分していな

い全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

３．その他の収益は、不動産賃貸収入であります。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（「投資銀行事業」及び「その他の事業」の廃止）

「投資銀行事業」及び「その他の事業」については、2023年１月１日付で、当社の連結子会社で両事業を行

っていたフォーサイドフィナンシャルサービス株式会社の全株式を売却したことから、第１四半期連結会計

期間より両事業の報告セグメントを廃止しております。これにより、当社グループの報告セグメントを「プ

ライズ事業」「不動産関連事業」「コンテンツ事業」「イベント事業」及び「マスターライツ事業」の５区

分としております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

（重要な後発事象）

（資本金の額の減少及び剰余金の処分）

　当社は、2023年10月13日開催の取締役会において、2023年11月24日開催予定の臨時株主総会に資本金の額の減

少及び剰余金の処分に関する議案を付議することを決議しました。

１.資本金の額の減少及び剰余金の処分の目的

　当社は、2022年12月期末時点において116,944千円の繰越利益剰余金の欠損を計上するに至っております。

　つきましては、繰越利益剰余金の欠損を填補し、財務体質の健全化及び税負担の軽減並びに配当可能利益の創

出を図るとともに、今後の機動的かつ柔軟な資本政策を実現するため、会社法第447条第１項の規定に基づき、資

本金の額を減少したうえで、会社法第452条の規定に基づき、剰余金の処分を行うものであります。

２.資本金の額の減少の要領

(1) 減少する資本金の額

　資本金の額302,635千円のうち、292,635千円を減少し、10,000千円といたします。

(2) 資本金の額の減少の方法

　払戻を行わない無償減資とし、発行済株式総数の変更は行わず、資本金の額のみを減少し、その全額をその他

資本剰余金に振り替えいたします。

３.剰余金処分の要領

　会社法第452条の規定に基づき、資本金の額の減少の効力発生を条件に、その他資本剰余金を繰越利益剰余金に

振り替えることで、欠損を填補するものであります。

(1) 減少する剰余金の項目及びその額

　その他資本剰余金 　116,944千円

(2) 増加する剰余金の項目及びその額

　繰越利益剰余金 　　116,944千円

４.日程

(1) 取締役会決議日 2023年10月13日

(2) 債権者異議申述最終期日 2023年11月16日(予定)

(3) 株主総会決議日 2023年11月24日（予定）

(4) 効力発生日 2023年11月27日(予定)

５.その他の重要な事項

　本件は、「純資産の部」における勘定科目の振替であり、純資産の額に変動はなく、業績に与える影響はござ

いません。なお、本件は、2023年11月24日開催予定の臨時株主総会において承認可決されることを条件としてお

ります。

(連結子会社間の合併)

　当社は、2023年11月13日開催の取締役会において、2024年1月1日を効力発生日として、当社連結子会社である

株式会社ポップティーンを存続会社、当社連結子会社であるフォーサイドメディア株式会社を消滅会社とする吸

収合併（以下「本合併」といいます。）を行うことを決議いたしました。

１．取引の概要

（1）結合当事企業の名称及び事業の内容

　結合企業の名称 ： 株式会社ポップティーン（当社100％子会社）

　事業の内容 ： 出版事業、電子書籍配信事業

　被結合企業の名称 ： フォーサイドメディア株式会社（当社100％子会社）

　事業の内容 ： 出版事業

（2）企業結合日

　2024年１月１日（予定）

（3）企業結合の法的形式

　株式会社ポップティーンを存続会社、フォーサイドメディア株式会社を消滅会社とする吸収合併

（4）結合後企業の名称

　株式会社ポップティーン

（5）その他取引の概要に関する事項

　本合併は、当社グループの事業再編の一環として、連結子会社間の組織運営の強化及び業務の効率化によるコ

スト削減並びに収益の向上を図ることを目的としております。
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２．実施する会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取引と

して会計処理を実施する予定であります。
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